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開場　１９:００ night live
開演　１９:３０ 
（２ステージ入替無） （1drink=600） 

MC=３７００＋２drinks order

渡辺庸介
1986 年 7 月 1 日生まれ、京都府綾部市出身。タン
バリンを主軸に、あらゆる打楽器からボイスパーカッ
ションまで様々な音色を駆使した、ジャンルにとら
われない柔軟かつ大胆なプレイが持ち味。幼い頃か
ら和太鼓に親しむ。2005 年、大学時代に北欧音楽
バンド『Drakskip』を結成し、パーカッションと出
会う。卒業後ほどなくしてプロミュージシャンとし
てのキャリアをスタート。全国で演奏を行う。2015
年に拠点を東京に移してからはジャンルの壁を超え
て活動の幅を広げ、様々なミュージシャンと共演。
新たなバンドにも数多く関わり、現在では年間約
200 本のライブを行う。これまで国内のみならず、
アメリカ、フランス、スペイン、ブラジル、メキシコ、
スウェーデン、フィンランドなど、様々な国と地域
で演奏。土着的な民族音楽から歌モノポップスまで、
ジャンルを問わず幅広い活動を続けている。

茨木 智博 
トランペット・オカリナ奏者
世界で最も注目を集めるオカリナ奏者のひとりで
あり、卓越したトランペット奏者としても活躍す
る演奏家。トランペット、フリューゲルホルン、
そして数十本のオカリナを自在に操り、クラシッ
クからジャズ、ポピュラーに至るまで、ジャンル
を超えた柔軟な音楽表現で聴衆を魅了し続けてい
る。2013 年にユニバーサルミュージックからメ
ジャーデビューを果たす他、10 枚以上の自主制
作CDをリリース。そのすべてが高い評価を受け、
国内外に多くのファンを持つ。2019 年には東京
オペラシティのリサイタルシリーズ「B→C」に
オカリナ奏者として史上初の出演を果たし、大き
な話題を呼んだ。オカリナという楽器が持つ繊細
な魅力と深い音色を、現代の感性で届ける。まさ
に“オカリナの未来”を切り拓く存在である。洗
足学園音楽大学ワールドミュージックコース・オ
カリナ科講師。2018 年より兵庫県宍粟市「宍粟
観光大使」を務める。
東京音楽大学卒業（トランペット専攻）。

福井浩気
2009 年に渡仏し、ジュディカエル・ペロワに師事
のもと、オルネー = スー = ボワ県立音楽院（パリ近
郊）にて音楽研究資格、オー = ド = フランス高等音
楽学校（リール）にて国家音楽家専門資格及び国家
音楽教育資格を取得。在仏時には、リール近郊の音
楽学校で約 4 年間ギター講師も務める。第 38 回神
奈川新人ギタリストオーディション首席、第 52 回
東京国際ギターコンクール 5 位、第 23 回名古屋ギ
ターコンクール 4 位、第 61 回九州ギターコンクー
ル 3 位、第 6 回ペスカーラ国際ギターコンクール（イ
タリア）2 位。ディエゴ・トロスマンやシロ・ペレ
ス各氏の指導を得て、アルゼンチンタンゴの追求も
行う上、ルイーズ・ジャリュ（バンドネオン）と

「Duo FUKUI-JALLU」を結成し、ミュールーズの
タンゴフェスティバル「Le Printemps du Tango」
やパリの「Tango Paris Banlieues」 等に出演する他、
フランス国内で多数演奏活動を行う。2017 年に、
アルバム「Ars Moderna」を Klarthe よりリリース。 
現在は多数の教室で指導するほか、 これまでに、小
松亮太、北村聡、仁詩、早川純（バンドネオン）、桑
山哲也、佐藤芳明、青木まさひろ（アコーディオン）、
近藤久美子（バイオリン）、KaZZma（ボーカル）、
押尾コータロー、沖仁、ミルタ・アルバレス、グス
タボ・エイリス（ギター）等国内外のミュージシャ
ンと共演しアルゼンチンギター音楽の普及に努めて
いる。
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